
マの Karenと比較するとかなりcul-

turaldriftをおこしているようであ

る｡それは言語にタイ系の単語が混入

しているだけではな く,儀礼の中にも

タイ人 もしくはタイ国北部に古 くから

定着 している Lawa族などと類似す

るものが目につ く｡

さらに Karenのタイ化の過程で人

類学的に興味を引くのは仏教化の問題

であろう｡山地 Karenにはまだ本格

的な仏教の影響は無 く, animism が

その信仰生活の基礎になっている｡そ

のような状態のところにローマン･カ

トリックやバプティス トの宣教師が入

り込んでいるけれども,ビルマのよう

な旧植民地国家とは異 りキリス ト教の

Karenを初めとする山地民-の 影響

は決定的なものにはなっていない｡

このような山地 Karenに比べて,

平地 Karenは日常仏教徒であるタイ

人や Lawa族と接触 して いるので,

仏教の影響が大きい｡とりわけ P′wo

Karen において その傾向が顕著であ

る｡ しかしながら, 平 地 の Skaw

Karen もその例外ではない｡ もちろ

ん,Karenの仏教1)にはいまだかなり

q8o q?o 700. 7070

のアニ ミスティックな要素が残っていることは言うま

でもない｡

わた くLは当面山地の S′kawKarenの調査に専念

する積りであるけれども,目下滞在 して調査を してい

るこの山村の調査が一段落 したならば,20キロメー ト

ルほど西方にある MaeSariengの谷におりて, 辛

形○

地に定着 しているS′kawKarenを調査するつもりで

ある｡そして,山地と平地のKarenを比較することに

より,山地民のplainemulation(平地の文化を模倣

すること)の過程を研究する予定である｡それは平地

Karenの文化のあり方は山地 Karenの文化の変容の

方向になん らかの示唆を与えると思うからである｡

調 査 村 ド ー ン

日本を離れて4ケ月半,バ ンコックの生活からも遠

ざかり,また設営の煩わしさからも解放されて,よう

や く調査村に定着 したところである｡ したがって,現

デ ー ン グ

水 野 浩

在までの活動状況をも交 じえながら,村の様子につい

て記 してみようと思う｡

村の名は ドーン･デーングといい,バンコックの東
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北部の町コーンケ-ンから20キロほど南に下 ったとこ

ろにある｡開拓当時,辞書には XyliaXylacarpaと

みえ,その葉は紅い木が多数繁茂 していたところから

｢紅い木の茂る丘｣もしくは ｢紅い丘｣とよび習わす

ようになった｡こうした命名法は他にも少な くな く,

｢'丘｣, ｢台地｣, ｢沼沢｣など地勢を示す語を前に

出し,その形状を特色ずける言葉や,そこに繁茂する

植物,または棲息する動物の名を付 して村名とする例

が多数み られる｡

最初にこの地方を訪れたのは6月の末であった｡そ

LJ)目的はコ-ンケ-ンに適当な中継地を設けること,

,乱沢をさがす こと,また村落にはいる手蔓を求めるこ

とにあった｡コーンケ-ンは県名であるが,そこには

二つの行政都市がある｡一つは県名と同じくコ-ンケ

一･ンといい,他の一つはボンという｡前者は人口2万

弱,後者は5千人ばかりであるか ら,都市というより

は町といった方が適切だろう｡両者ともその中心街が

華僑経営の商店にあることは,他の町と変 りない｡ コ

ーンケーンの町が新興都市としての印象を与えるのは

ここ数年間に,官庁,公共施設や学校が改築,新設さ

右.てきたからである｡ しかしなが ら町自体の内的発展

力は弱 く,繁栄は中央の地方への発展として把捉 した

方がよい｡新 しい県庁の建築様式は,中央の地方-の

進乱 地方の中央-の依存を象徴するかのように,替

えている｡

通訳に関しては,幸い,官庁クラブのマネージャー

を勤めるかたわら,外人宣教師にタイ語を教えている

という背年に出あった｡学歴は浅いが,発音にタイ人

特有の癖がな く,語桑もかなり

豊富である.地方育ちだから純

朴だし,方言に強いのもとりえ

である｡バンコックと地方の村

との問には生活様式,ことに言

語や食生活が異なるから,地方

育ちの通訳を雇 うならば,それ

だけ調査期間中の生活面に伴な

う煩わしさを削減 して くれるこ

とになるし,また価値体系の親

近性のゆえに村人との接触面に

おいても,摩擦が少ないはずで

ある｡

この地方の村人は餅米を主食

としている｡蒸 しあがったものを手で握 って丸めなが

ら,ナム ･プ リッグをつけ,副食を添えて食べる｡副

食には,ラーブ ･スアといい肉をつぶして唐辛子であ

えたもの,ラーブ ･タウといい沼でとれた藻を唐辛子

であえたもの,など各種のラーブがある｡その他,雑

負,餐,田螺,また苛や木の芽など自然のものを利用

することが多い｡ ｢パイ ･-一 ･ギン｣といって,負

前にこれ らを採集 して くる｡私たちの考える野菜類は

町方の食物であり,村の中では手に入 りにくい｡特別

の日を除 くと,ふだんは料理に火を使うこ とが 少 な

く,肉類も生を好む｡肉として･は水牛,牛が使われる

が,これ らの調理は男性が受け持つ｡女性がこうした

食物を料理するようになるまで,'二は,よほどの年月が

必要であるらしい｡

言語 もバンコックの言葉とはかなり違 う｡知識ある

ものは東北の方言だというが,ラオだと意識 している

村人は多い｡母音や子音に変異があるばかりでな く,

譜菜自体が異なる場合や,使い方の相違 も目につ く｡

ちなみに2, 3の例をあげるな らば,山小屋のことを

中部地方では,ゲラ ト- ブ,北部地方ではハーング,

東北地方ではティアング ･ナーという｡中部,北部地

方では,田畑 1枚のことをカンナ-といっているが,

東北地方ではカンテ-という｡中部では, 文 の末 尾

に 男性はクラップ,女性はカーを付 して,尊敬の意

を表 したり,丁寧な表現法とするが,東北部の村では

殆んど聞かれないOそのかわり文の末尾にボーという

音が来る｡ しかしこれは疑問詞であり, 中郡ではマイ

という｡町の人間は村人の粗野な言葉つきを軽蔑する



水 干 れ 年 の 田 柄

し,村人は改まった言葉遣いを笑う｡

生活の条件 も通訳 も見当がついたので,若干の村を

訪れてみたO一つはコーンケ-ンの町の近 くにあり,

他の一つはボンの町の近 くにある｡このときは,村 自

身の性格の差異よりも,案内者 もしくは村-の接近の

仕方における相違の方が,印象的であった｡ コーンケ

ーンの場合,村への接近は単に行政組織を通 じてのみ

であったために,村人の反応が表面的であった｡これ

に反 してボンの場合は,それ以外の社会的要因が存在

していたために,よりいっそう親密な態度 が み られ

た｡ボンの町の案内者はバ ンコックで知りあった友人

で,この郡で唯一の保健診療所勤務の医者であるO若

いがその能力のため,役所でも力があり,また献身的

な仕事ぶりのために村人か ら信頼されている｡ しかも

彼は父親が中国人で あ る た め

に,華僑社会ともかなり親 しい｡

ボンの町に中継所を設ければ,

村内-の接触,浸透は,はるか

に容易である｡ しかし通訳調達

上の都合から断念せざるを得な

かった ｡

二皮目の予備調査は7月19日

から4週間であり,前半は村探

し,後半は地図や戸籍の筆写の

ために費や したO県内には10の

郡が存在する｡そのうちの一つ

をムアング郡といい,17の行政

区 ･タンポンからなっている｡

行政都市コ-ンケ-ンはその中

心部に位置する｡予備調査の範

囲としては,ムアング郡内の主

要道路の沿線に限定 した｡さも

なければ雨期には浸水のため,

交通が全 く遮断されるからであ

る｡第 2に,仏教徒の村で米作

を主要作物としていること,節

3にコーンケ-ンの特産である

ジュー トを栽培 している村を選

んだ｡また,できれば村の範囲

と寺や学校の社会圏が合致する

ことが望ましかった｡

ドン ･デーングは自然利であ

ると同時に,行政組織上最小の単位であり,村には村

長 1名と助手が2名いる｡村の中央に木造の集会所が

あり,集会は月に 1同,あとは必要に応 じて催おされ

る｡村長の家には,招集の合図を知 らせるために,竹

製の鳴物ゴローが備えられている｡家屋は高床式で,

比較的密集 して建 っているから,境界が明瞭である｡

その他の地所を含む村の境界線は必ず しも明らかでな

い｡ しかし,村人は一定の地域を持ち,また共同所属

の感情を抱いている｡村内には寺があり,近 くに学校

がある｡寺は隣村と共有,学校は4ケ村共同である｡

タイ国の村落コミュニティーの定義として ｢寺と学校

を共有する社会圏｣とあるけれども,この概念規定と

現実は必ず しも一致 しない｡

当村は今から75年ほど前に,東方に位zlFli.するローイ
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エットやマ-ーサラカムあたり

か ら移住してきた人々によって

コLらかれた開拓村であ,-:,｡かれ

らは兄恥 姉妹などと丹 二敬寮
保 ごとに集団をな して流丁良の据

在続 けて到来 した｡最初こ′⊃年は

てノず かな土 地をLJF｣りひらいて家

屋を建て,翌年は瀧木をLJJりひ

L7J･いて稲を植えた｡大木は徐 々

:=しか伐採出来なかった｡開 墾

申 ,村人は米を手にいれるた ′ゝ)

に種々の種物を持 って,すでに

定石 した吋にでかけたo今では

使 うことのない横弓,弾き弓,

吹き矢,仕掛け民を用いて,磨,野)胤 野菜弓,兎 烏

などをとらえたというo当時の村人にとって,狩猟,

採集は今 ｢1よりもいっそう重要な位置を占めてい当 二

チ,が い な い

村人たちは森の精霊をピー ･パーと称 して畏れ,村

uI)近 くにある自然の塚に住まうも'J_)として, これを祭

ったO開拓後,数年 もするうちに村の戸数は40にも達

したので,村内に寺を建立 しウァット･ポーバンラン

グと名づけた｡それは村の定着と繁栄を物語るもので

あった｡それと同じ頃,村人たちは自然の塚の上にも

小さな社を設け, これを トウカタ-プ-と称 して,鶏

や亀を供物として俸げたという｡そして村にはお守 り

役を 1人おいた｡その後数年 してこの社を近 くの大木

IlI移 したとき,村内の中ほどI7:ブ一 ･バーン (村の中

祈 築 申 U) 県 庁

央の意)とい-,て木の柱を建てた｡かれ らは村の繁栄

を頼 って悪霊か らまもる{二めに精しく設け た C))で あ

:''｡ 二相 ま森 の霊とは異な り,仏 教 的色彩のi,;ri厚 な 聖

Iuiとして黒め られてい ,7'(｡そしてブ一 ･バーンに祈 ,7-､

に先だっては, トウカタープ十 二供物を俸げろU)が常

ダ-によって破 壊 されて しまったし/)㍗,ゾ-バ-ンし

か残 っていない｡ちなみ.'二中部地方や コーンケーンL'/)

町でさj:,サンプラプ- ミ-といい,各家の入口に往姐

の社を建て,家 ･屋敷を司どる霊 としていろが,それ

は トウカタープ-の変形であ;:,らしい｡

コーンケーン-rJjI:_度目J_)旅行｣主, 8)j21f｢亡LF,-､

た1 ドーン ･デ-ング付へJ,l最初の接触や,招汗冊一十二

関 しては県庁や県役所の役人や作業員uj方々に大変お

告 Tt‡ 式
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世話になった｡ しか し,まだ充

分村内に浸透 したとは感 じられ
なかったCjjで, 9)11 Tuリ定]三･

Hまでの聞,出来ろかぎり村人

と接触することに努めた｡毎 日

町か ら村へ通い, タムボンのLLi

会に参加 し,村内を歩 き, ､Ej:a)

行絢 二は寄進をL,保健所の新

設には寄付を した｡そし引札 物

質文化についてたず ね て み た

り,ときには相手o)関心､にまか

せて受け答えたりした｡⊃日本uj

勤,種物, 自然,農耕,作物,

,;''敦,押測, 与待針;ど,かれ し,



ケ ナ フ の 皮 む き

の関心は多方面にわたり,懸命になって話を通 じさせ

ようとする努力がみられた｡通訳も初めは連れて行か

なかったが,彼の信仰態度や相手を思う心 (アウ ･チ

ャイ ･カウ ･マーサイ ･チャイ ･ラウ)に村人と共通

な点があるため,村人との接触において支障をきたす

恐れは全 くな くなった｡そして10日もするうちに,村

人の中か ら村内居住の許可書を穫得できた｡つまり結

婚仲介の申し出である｡

定着の最後の段階は村入 りの挨拶であろう｡こうし

た点について種々言葉を変えてたずねてみたが,一向

要領を得なかった｡致 し方な く小牛 1頭を提供 して,

村人を招待 してみようと考えた｡後はどわかったこと

であるが,この村にとって村入 りの儀式などは必要で

はない｡入村者の殆んどが婚入着であり,新入者は結

婚式によって自動的に村内の社会的位置づけが与え ら

れるからである｡社会的位置づけとして重要な機能を

果 しているのはやはり親族関係である｡

当日は招待者の3倍以上 もの人が集った｡予想外の

収穫は,村長をはじめ村の リーダーが調査者のために

村入 りの儀を営んで くれたからである｡このために全

く主客転倒 し,調査者は村人から正式の歓迎をうける

ことになった｡その儀礼はパー ･クワンといい,村人

自身は村入 りの儀礼だと意識 していない｡クワンは頭

に宿るとされている生命力ないし魂であり,生存中の

人間の精神状態を司どる｡･一時の不在が夢として理解

され,消失 した状態が死である｡したがって人の一生

を通じて村人たちはしばしばクワンの強化儀礼を行な

う｡出産や病気に際して,出家の式,結婚式,家建て

の儀礼のときに,また長 く村を

離れた人が帰村 した場合などに

はクワンの強化が行なわれる｡

儀礼のリーダーはやはり村の

最長老者であり,村長は司会役

を演 じ,配下が牛を料理する｡

式にあたっては,高杯の上に青

銅製の器をのせたものを準備す

る｡供物は二種類あって,一つ

はクワンに捧げられる｡テーワ

ダーのためには,タバコ2本と

ベテル-ナットをバナナの葉に

包み,ローソク2本と共に御神

酒をいれた瓶の上に立て,器の

中央に置 く｡クワンに供える食物としては,バナナ4

本,卵 4偶,餅米を丸めたもの 4個を瓶のまわりに4

ヶ所に分けて置く｡器内の敷物としては,バナナの葉

で編んだもの 4枚を使用する｡普通は,この容器の前

に 2組の男女が坐る｡

儀礼は,二つの要素から成っている｡一つはクワン

を呼ぶ呪文であり,他は社会的要素である｡ リーダー

は先ずテーワダーを呼び,クワンの強化を祈る｡続い

て呪文に移るが人により内容は多少異なる｡以下内容

を紹介 しょう｡季節感があって興味深い｡ ｢旧暦 6月

が来ると新しい年が始まる｡雷と稲妻を伴ない,雨は

花を澗おす｡露のために魂は寒さにおびえる｡魂よ,

おいで,衣服をまとってあげよう｡主の頭 に と ど ま

り,遠 く-行かないでお くれ.香のよい花レーテ-,

マーテ-,ラガ-の花 も咲きはこっている｡テーンチ

ャムピァの花 も地に咲きみだれている｡谷の下は明る

い｡お前が遠 くはなれると,母親は心配して嘆 く｡ク

ワンよ,森の中を迷うことなかれ｡主の頭に戻 り,寵

と戯れることなかれ｡クワンよ,安心 してこちらにお

いで｡櫛 も衣類 もある｡香のよい木チャンダイやチャ

ンホームもある｡すべてお前のために用意 してあるの

だから｡ベテルーナット,バナナ,砂糖きび,ココナ

ツ,カレー ･スープ,それから鳥も｡急いでおいで,

急いで｡6月の末は尾長猿が吠える｡外は雷と稲妻ば

かりだ｡クワンよ,主の頭にとどまれ｡宙に迷うこと

なかれ,苗に迷うことなかれ｡空には鳶がいる｡遠 く

-1人で行 くな｡魂よ,反 り釆たれ｡卵 もあるし砂糖

もある｡来たりて食 らえ｡釆たれ｡そして安 らかにと
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どまれ｡5つの悪霊に打ち勝て(〕クワ-ンよ来たれ ｡

クワ-ンよ来たれ｡｣クワンのあとには本人の名を付

してひとしきり大声を出して呼ぶ｡

呪文が終ると, リ-ダーに続いて対人連が近よりそ

れぞれ糸を両腕に巻きつける｡同時に無乳息災を祈 り

7･j:がら合掌する｡さらに援助のしるLとして幾ば くか

の金を器の巾に入れる｡その間40分位,当人は両手を

差出し,村人の言葉に応えるために,その両手をわず

か上にあげる｡手の上には餅米がのっている｡誰が糸

をまきつけるとはかざらない｡それは親戚であり,知

人であり,よき友である｡この間に当事者は多数の情

愛を感 じて一一種の安心感を覚える｡と同時に,そうい

う人達とは生活を分かちあってもよいという感情に駆

りたて られる｡糸の数は50本であった｡援助金は13バ

ーーツしかなかった｡儀礼の心理的効果は,当事者が真

剣であればあるほど大きい｡その儀礼が終 って か ら

は,相互にいっそう親近感を抱 くようにな ったし,ま

た村の リーダー格の 1人が進んで案内役を申し出て く

れている｡私たちほ,父親の尊称を付して彼を,ポー

･ルンとよんでいる｡

村内の社会組織の重要な要素はやはり親族関係であ

る｡ 実際に親族関係がな くとも, 年長者 に は ポ -

(父),メー (母)の尊称を名の前につけてよぶ｡朝

原名称は,父方,母方においてほとんど差異がない｡

曽祖父の代においてはプ一 ･トウアッド α′lJ祖父)と

ヤー ･トウアッド (門祖母) しかな く,父方,母方に

通用される｡祖父母の代においては,ポー ･プ-(初

父),メ- ･タウ (祖母)が父方,母方に通 用 され

ら.祖父母の兄弟姉妹の年令]lgi位を示すためにはヤー

イ (年長)とノーイ (年少)を付 して区別する｡箕は

ポー,母はメ-という｡父方,母方とも父母の兄はル

ング,姉はパーである｡但 し,父の弟,妹はそれぞれ

ア-ウ,ア-であるのに対 し,母の弟,妹は共にナ-

である｡この世代の年令順序は次の世代以下にもうけ

つかれるから,ルングの息子はやはりルングであり,

娘はパーである｡パーの息子はルングであり,娘はパ
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-である｡世代間の区別をするために,父母の兄弟,

姉妹の場合は各語の前にポーないしメ-を付 し男女の

区別をする｡父母の兄弟姉妹の子供に対 してほ各語の

後に名を付 して使用する｡自己の子はルーブ,以下 ラ

ーン,レーン,ローンとなる.自己の兄弟,姉妹はピ

ー,ノーングであり,その子はラーン,以下 レーン,

ロ-ンで終る｡

興味をひく点をあげるならば,第 1に父方の兄弟姉

妹に対 しては四つの言葉があるが,母方の兄弟姉妹に

対 しては三つの言葉 しかな く,男女とも母より若い者

はナ-である｡第 2は,父母のtLrl'-もにおける年令区別

がそのまま,かれ らの子孫に踏襲されてい ることであ

る｡具体的な例は今あげることが出来ないけれども,

親戚中における親近性の順位は,第 1に兄弟姉妹,節

2が母方の親戚,第 3が父方の親戚,第 4が妻の親戚

である｡系譜集団や民族は存在しない｡ただ次にも記

すごとく,夫は妻の両親と生活する機会が多 く, した

がって子供は母の両親や兄弟姉妹と生活する蓋然性が

大である｡

この村の婚姻年令は男性の場合,だいたい21才から

23才であり,女性の場合は18才から20才位である｡ ほ

とんどの男性は結婚前に僧としての勤めを 終 え て い

る｡婚姻は相互の愛情が主となっているらしいが,結

婚式のためには仲人をたてる｡シン ･ソー ドといい,

夫は妻の両親に宝石なり金を贈る｡この村では 300バ

ーツから2,000バーツまでの変差があるが,平均1,000

バーツ位である｡この額のかけひきには,仲人と娘の

叔父が主役を演ずる｡その後,妻方は夫方の両親,親

戚に敬意を表 して衣類などを贈る｡婚姻の式は娘の家

で行なわれノ,夫は当分妻の両親と共に暮す｡その期間

については一定の規則はないO幾年,妻の両親と共に

生活するかば,田の大きさ,労働力,性格,夫の経済

的能力などの要因により左右されるらしい｡婚姻前に

男が女の家を訪れることはあるが,泊ることはない｡

村落の基本的,社会的単位は夫婦を単位とする家族

である｡ しかし実情にもとづいて考えてみると,家族

構成はだいたい三つの形態に分けられる｡第 1は夫婦

とその子供からなる核家族,第 2は夫婦と未 婚 の 子

供,娘夫婦とその子供,第 3は田を共有する,より大

きな家族集団である｡

妻方居住制のため,錦 1cJ)形態から第2に移行する

ことは容易に理解 されるだろう｡この場合,夫も妻 も

闇を所有していないから, 2人は妻の父母の 田で働

く｡通常,夫は婚姻に際 して水牛などを彼の両親から

贈られる｡かれらは米倉を一つにし,家計を一つにす

る｡やがてこの家族が成長して くると,この夫婦は三

つの生活法を考え得る｡一つは今までの家族から完全

に独立 して新 しい居を構まえることである｡その際,

妻の両親から田を譲りうける場合もある｡算 2は従来

通 り妾の家に住む｡この場合下の子が婚姻 して同居す

る可能性もある｡第 3は,新 しく家を建てて寝食は別

にするが,田に関してのみ妾の両親に依存する形態が

あり得る｡ したがって兄弟姉妹が婚姻後も食 を 共 に

し,家計を共にすることもあり,また田を共通にする

ことによって一つの生活集団を形成 し得る｡妻方居住

制を前提とするならば両親と姉妹の夫婦とその子供か

らなる家族形態が生 じる蓋然性が大である｡もっとも

こうした家族も,両親の死を契機として消滅する｡両

親のプ リファレンスとして,息子よりも娘夫婦と共に

生活することを好むようだし,年上の子よりも年下の

子と共に住む可能性も多いようだが,明確なことはわ

らなかい｡

2日の村入 り儀礼の後, 主な仕三国ま世帯調査にあ

る｡すでに戸籍は写 してあるものの,村内の移動が激

しく, 未だに正確な人口や家族数さえわかって い な

い｡郡役所の戸籍は区長カムナンの報告を基礎として

いるが,かれの記入帳そのものが要領を得ない｡ した

がって 130軒全戸を訪ずれ, チェックする こ と に し

た｡質問項目は以下の通 りである｡ 1世帯主｡ 2世帯

員と続柄｡ 3年令｡ 4教育程度｡ 5出家経験｡ 6職

業｡ ′‖Alj生地0 8婚入,入村理由と入村の年｡ 9婚姻

年令｡10家屋の棟数,部屋数と所有主な らびに穫得形

態｡11田,畑,庭の所有規模と所有主な らびに穫得形

態｡12小作関係013水牛,午,局,)胤 箕島,家鴨の頭
数｡14牛車,自転車の有無｡15ラジオ, ミシン,柱時

計の有無｡

今はちょうど安居期に相当し,寺では種々の催 しも

のがある｡安居の期間は旧暦8月15日から11月15日ま

での3ケ月間であり,20才に達 した男子が仏門に入 り

修業する｡村の人達はこの間中, 旧暦上弦と下弦の 8

日と15日に寺に詣で,憎に食物を進呈 し徳を積む｡ ト

ー ド･ティアンと称 して蝋燭を奉納する行事が各村で

順番に催おさ考1る｡遠 くの離れた村と者からこうした
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1,=f■J.;を交換 している場合も存するo行事に参加する村

人は,年ノ寄りと若い青年男女と子供が多い｡若い人辻

にとってはやはり一つの楽 しみであり,太鼓などをた

たいて行列の先頭に立つ｡その他 今まで見 た 行 串 に

は,ブン ･サ- ドといい村の人達がマットを編み,守

に寄進 し1年oj行平賀にする催 しがあったL｡旧暦10月

15日は祖先の霊をとむ らう口であって,カウ ･サ-グ

L')jF]といわれている｡菓子朗を用意 し,様 々な食物を

作って寺に 詣で,僧[酎こ食物を棒げた後,寺の周囲に

ある木の根元に供物を捧げる｡父母の霊が木に訪れる

からである｡

安居期が終 るとやがて稲刈 りが始まる｡ しか しなが

ら今年は雨が少な く早稲の量は少ない｡事実,第 1回

目の旅行か ら定符までの間,雨に煩わされたことはな

かった｡どの田も全 く水がな く,耕作する姿がみ られ

ず,農民達はITHl小屋に出てはむな しく両を待つ風であ

った｡ しか しひとたび雨が降れば皿や道路は水浸 しに

なるC この地方の 稲作は完全に天候に支配されてい

ろo Lか しまだ遅 くはない ｡安属･期が終るまで田植え

が可能であるからである｡その頃までは付の男達も村

の外に働きに出ることはない｡女達はマットを織るの

に忙 しく,男達はその材料になる導を採集するた裾 こ

沼沢にIITtllかける｡それを売 って米を買う金をためる｡

この村では, 7月, 8月,9月が 1年の中で経済的に

いちばん苦 しい｡それはちょうど稲刈 りの前であり,

ジュ- 卜の収穫が終って,かなりの月 日が経 った頃に

相当する｡

調査すべき問題は今 山積みになっている状 態 で あ

る｡それ も徐々に解決 していかねばな らないが,当面

の主な仕て拘引丑帯調査にある｡来月の半ば頃には一一応

終る予定である｡村の概観としては不充分であるし,

また片寄 りがあると思われるけれども,以上いままで

の活動状況を交えながら,村の様子を記 したものであ
ー7

ノ｣ .o

9)j27日コ-ンケ-ンにて

棚 瀬 衰 爾 先 生 を い た む

人生五十年とはよく言われますけれども,現代の世では考える必要 もないことと思 ｢て

おりました｡毎週木曜 日,先生は文学郡での演習のあi:,今夏 自ら四カ月にわたって参加

されたマレーシア現地調査の調査票集計結果に目を通 され検討され,7JことになっておL')ま

した｡十二月十 口の朝,先生はいっまで待 っても研究室-お姿をお見せになりませんでし

たCそのとき,先生の身に何がおこっていたかは想像 もしませんで したO

先生は京都大学東南アジア研究センター(D設立に,当初か ら非常な精力をお注ぎになり

ました｡そして,この夏にiセンタ-の中心的な計画の一つであるマレ-シア ･インドネ

シア計画の最高指導者として,自ら予備調査に出発され,マレ-半島北部oj小さな出合町

とその周辺の村落とを調査地に選んで,後続の調査隊員連をお迎えになりました｡住み馴

れぬ家屋,変化のない食事.雨水を煮沸 した飲み水,そしてやけつ くような太陽 先生は

不眠になやまされなが らも,自ら歩 き廻 って意欲的に資料をお集めになりました｡学者 と

しての生活に油ののりきったお年 とは言え,肉体労働に近い調査活動は,先生にとっては

余 りにも厳 しすぎました｡そのときの先生の御無理が今口の悲 しみにつながっているので

はないかと思えてなりません｡四隅の研究室-の往復でさえ息切れを感 じると言われてい

た先生でした｡

先生は余りにも大きな重荷を私達に残 して衡 他界になりました｡私達はどうにか してそ

れに耐えようと思います｡そしてそれを先生の目ざされた目的地へと力を尽 して運んでい

こうと思います｡ (坪内良博 記)
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